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(57)【要約】
【課題】
　照明空間に亘って所望の色度の照明光で照明可能な照
明制御システムを提供する。
【解決手段】
　照明制御システム１は、赤色光、緑色光および青色光
をそれぞれ放射する複数の光源２５ａ，２５ｂ，２５ｃ
と、赤色光、緑色光および青色光を検出する光センサ２
２と、前記複数の光源を調光点灯する点灯装置３とを有
する複数の照明器具２と、前記複数の光源をそれぞれ全
光点灯させたときの光センサ２２の検出データに基づい
て算出される赤色光、緑色光および青色光の色度座標を
照明器具２毎に記憶し、当該色度座標から得られる照明
器具２の色度可変範囲が重なり合う共通色度可変範囲内
において前記複数の光源を調光点灯するように調光信号
を点灯装置３に出力可能な制御装置４と、を具備してい
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　赤色光、緑色光および青色光をそれぞれ放射する複数の光源と、前記赤色光、緑色光お
よび青色光を検出する光センサと、外部からの調光信号に応じて前記複数の光源を調光点
灯する点灯装置とを有する複数の照明器具と；
　前記複数の光源をそれぞれ全光点灯させたときの前記光センサの検出データに基づいて
算出される前記赤色光、緑色光および青色光の色度座標を前記照明器具毎に記憶し、当該
色度座標から得られる前記照明器具の色度可変範囲が重なり合う共通色度可変範囲内にお
いて前記複数の光源を調光点灯するように前記調光信号を前記点灯装置に出力可能な制御
装置と；
を具備していることを特徴とする照明制御システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、照明光を調色可能な照明制御システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　異なる発光色で発光する複数の光源を用いた照明装置には、照明光の色度を制御してい
るものがある。例えば、異なる発光色で発光する複数の光源を用いて白色のバックライト
を形成した表示装置が提供されている。この表示装置は、バックライトの光を測定する分
光センサおよびこの分光センサの出力に基づいて発光色の色度ずれを検出する色度検出部
が設けられており、色度ずれに基づいて光源の発光強度を補正することにより、バックラ
イトの色度安定性を向上させている（例えば特許文献１参照。）
【０００３】
　ところで、スタジオや舞台などの演出照明には、照明装置として例えばスポットライト
が用いられている。スポットライトは、光源として例えば赤色光、緑色光および青色光を
それぞれ放射するＬＥＤを備え、赤色光、緑色光および青色光の光出力の比率を可変する
ことにより、所望の色度の照明光を出射可能に構成されている。すなわち、照明光の色度
可変は、各発光色のＬＥＤを個別に制御して光出力を可変することにより行われ、色度可
変の範囲は、各発光色の色度座標を表す色度図において、各発光色の色度座標を結んだ範
囲内となっている。そして、照明空間は、複数のスポットライトを用いて照明されている
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－２２５０１７号公報（第７頁、第１図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　複数のスポットライトは、個々に色度補正されるものであっても、光源としてのＬＥＤ
の発光色のばらつき等により、個々に照明光の色度が異なっていることがある。これによ
り、複数のスポットライトにより照明される照明空間は、色度のばらついた照明光で照明
され、全域が一定の色度の照明光で照明されないということがある。
【０００６】
　本発明の実施形態は、照明空間に亘って所望の色度の照明光で照明可能な照明制御シス
テムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本実施形態の照明制御システムは、照明器具および制御装置を有して構成される。
【０００８】
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　照明器具は、複数からなり、それぞれ光源、光センサおよび点灯装置を有している。光
源は、赤色光、緑色光および青色光をそれぞれ放射する複数からなる。光センサは、赤色
光、緑色光および青色光を検出する。点灯装置は、外部からの調光信号に応じて複数の光
源を調光点灯する。
【０００９】
　制御装置は、複数の光源をそれぞれ全光点灯させたときの光センサの検出データに基づ
いて算出される赤色光、緑色光および青色光の色度座標を照明器具毎に記憶している。そ
して、色度座標から得られる照明器具の色度可変範囲が重なり合う共通色度可変範囲内に
おいて複数の光源を調光点灯するように調光信号を点灯装置に出力可能に形成されている
。
【発明の効果】
【００１０】
　本実施形態の照明制御システムによれば、各照明器具の複数の光源は、照明器具の色度
可変範囲が重なり合う共通色度可変範囲内において所望の色度の照明光を放射するように
調光点灯されるので、各照明器具の照明光が一定の色度に制御されて、複数の照明器具に
より照明される照明空間が全域に亘って一定の色度となることが期待できる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の一実施形態を示す照明制御システムの概略ブロック図である。
【図２】同上、照明器具の概略斜視図である。
【図３】同上、照明器具の内部を示す概略斜視図である。
【図４】同上、発光体を示す概略正面図である。
【図５】同上、点灯装置の概略ブロック図である。
【図６】同上、照明器具の照明光の色度可変範囲を示す表示図である。
【図７】同上、照明器具の各光源から放射される放射光の色度を説明するための表示図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の一実施形態について、図面を参照して説明する。
【００１３】
本実施形態の照明制御システム１は、舞台やスタジオ等の照明を演出するものであり、図
１に示すように、複数の照明器具２、点灯装置３および制御装置４を有して構成されてい
る。照明器具２は、可変色の放射光を出射するものであり、天井に吊り下げられて昇降さ
れるバトンに取り付けられている。点灯装置３は、照明器具２毎に設けられており、照明
器具２から調光信号に応じた色度の放射光を出射させる。点灯装置３は、電源線５により
商用交流電源Ｖｓに接続されており、商用交流電源Ｖｓから電力を入力し、また、伝送線
６により制御装置４に接続されており、制御装置４から調光信号等を入力する。そして、
制御装置４は、例えば調光卓に構成され、伝送線６を介して点灯装置３に調光信号等を出
力する。
【００１４】
　照明器具２は、図２に示すように、スポットライトであり、略直方体の形状に形成され
た筐体（器具本体）７の前面７ａに照射開口８が設けられ、この照射開口８から放射光を
出射するように形成されている。筐体７の両側面７ｂ，７ｂ（図２中、一方のみを示す。
）には、筐体７を挟むようにコ字形の支持体９が回転可能に取り付けられている。支持体
９には、吊持体１０が取り付けられている。照明器具２は、吊持体１０がバトンに取り付
けられることにより、照射方向を可変可能にバトンに吊り下げられている。１１は、落下
防止部材であり、吊持体１０がバトンから取り外れたときに、照明器具２が落下しないよ
うにバトンに取り付けられている。
【００１５】
　筐体７の前面７ａと反対側の背面には、筐体７を支持体９に対して回転させるための略
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コ字形の取手１２が設けられている。また、筐体７には、内部空間を外部空間に通気する
通気孔１３が上面側、両側面７ｂ，７ｂ側、下面７ｃ側および背面側にそれぞれ設けられ
ている。そして、筐体７の下面７ｃには、結合部材１４等によりケース体１５が取り付け
られている。このケース体１５に点灯装置３が収納されている。なお、筐体７は、例えば
アルミニウム（Ａｌ）により形成され、支持体９、吊持体１０およびケース体１５等は、
それぞれ鋼板により形成されている。
【００１６】
　筐体７内は、図３に示すように、光源部１６およびレンズ部１７に構成されている。光
源部１６は、発光体１８を配設し、この発光体１８に熱結合するように設けられたそれぞ
れ複数個のヒートパイプ１９および放熱板２０を有して形成されている。ヒートパイプ１
９は、例えば銅（Ｃｕ）製であり、所定の直径を有する円筒状に形成されている。放熱板
２０は、発光体１８が発する熱を放出するものであり、高熱伝導率を有する金属板、例え
ば厚さ２～３ｍｍのアルミニウム（Ａｌ）からなり、長方形に形成されている。
【００１７】
　また、レンズ部１７は、レンズ２１および光センサとしての分光センサ２２を有して形
成されている。レンズ２１は、照射開口８および発光体１８にそれぞれ面するように配設
され、発光体１８から放射された放射光を収束または発散させる。例えば、レンズ２１は
、のこぎり状の断面を有するフレネルレンズが用いられている。分光センサ２２は、発光
体１８とレンズ２１との間であって、発光体１８から放射された放射光のうち、レンズ２
１に入射しない漏れ光を検出する位置に設けられている。
【００１８】
　そして、レンズ部１７は、筐体７の前面７ａ側および背面側の方向において案内板２３
に沿って移動可能に設けられており、発光体１８に対するレンズ２１の位置を調整可能に
している。
【００１９】
　発光体１８は、発光モジュールやＬＥＤモジュールとも称されるものであり、図４に示
すように、基板２４および複数種の光源としてのＬＥＤ２５ａ，２５ｂ，２５ｃを有して
形成されている。基板２４は、高熱伝導率を有する金属板、例えば厚さ１．２ｍｍのアル
ミニウム（Ａｌ）板からなり、例えば四角形状に形成されており、一面２４ａ側に絶縁層
が形成されている。
【００２０】
　ＬＥＤ２５ａ，２５ｂ，２５ｃは、それぞれ赤色光、緑色光および青色光を放射する面
実装型ＬＥＤ（パッケージ品）であり、基板２４の中心２４ｃを中心とする同心円上に実
装されているとともに、同心円上において等間隔となるように実装されている。当該赤色
光の波長域は、例えば６１０～７１０ｎｍであり、緑色光の波長域は、例えば５００～５
６０ｎｍであり、青色光の波長域は、例えば４３５～４８０ｎｍである。
【００２１】
　そして、ＬＥＤ２５ａ同士、ＬＥＤ２５ｂ同士およびＬＥＤ２５ｃ同士毎に、それぞれ
図示しない配線パターンにより直列接続または直並列接続されている。ＬＥＤ２５ａ同士
、ＬＥＤ２５ｂ同士およびＬＥＤ２５ｃ同士は、それぞれ点灯装置３により個別に０～１
００％の調光比率で点灯される。ここで、０％は、ＬＥＤ２５ａ，２５ｂ，２５ｃの消灯
を示し、１００％は、ＬＥＤ２５ａ，２５ｂ，２５ｃの全光点灯を示す。
【００２２】
　そして、本実施形態の分光センサ２２は、例えば１個からなり、波長域３８０～７８０
ｎｍにおいて、波長毎の光出力（光エネルギー）を検出する。すなわち、分光センサ２２
は、ＬＥＤ２５ａ，２５ｂ，２５ｃからそれぞれ放射された赤色光、緑色光および青色光
の光出力を波長毎に検出する。
【００２３】
　点灯装置３は、図３に示すように、ケース体１５に収納されている。点灯装置３は、回
路基板２６およびこの回路基板２６に実装された電子部品を含む回路部品２７などにより
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形成されている。そして、本実施形態の点灯装置３は、図５に示すように、第１～第３の
点灯回路２８ａ～２８ｃ、制御部２９、伝送部３０および記憶部３１を有して構成されて
いる。第１～第３の点灯回路２８ａ～２８ｃは、それぞれ商用交流電源Ｖｓを直流電源に
変換して、ＬＥＤ２５ａ，２５ｂ，２５ｃに外部からの調光信号に応じた電流を供給し、
ＬＥＤ２５ａ，２５ｂ，２５ｃを調光点灯するように形成されている。
【００２４】
　制御部２９は、マイコンを有してなり、制御装置４から送信された調光信号や制御信号
に応じて第１～第３の点灯回路２８ａ～２８ｃを制御するように形成されている。また、
制御部２９は、分光センサ２２が検出した赤色光、緑色光および赤色光のそれぞれの検出
データを記憶部３１に記憶させるとともに、制御信号に応じて記憶部３１から当該検出デ
ータを読み出して伝送線６を介して制御装置４に送出するように形成されている。
【００２５】
　伝送部３０は、伝送線６を介して制御装置４に接続されており、制御装置４から送信さ
れた調光信号や制御信号を入力して制御部２９に送出するように形成されている。また、
伝送部３０は、制御部２９の制御により、分光センサ２２の検出データを伝送信号により
制御装置４に出力するように形成されている。そして、記憶部３１は、不揮発性の記憶部
であり、照明器具２のアドレスや分光センサ２２の検出データなどを記憶している。
【００２６】
　なお、制御部２９は、分光センサ２２の検出データに基づいて赤色光、緑色光および赤
色光のそれぞれの色度座標を算出し、この色度座標を記憶部３１に記憶させるとともに、
制御装置４に出力するようにしてもよい。また、点灯装置３は、複数のＬＥＤ２５ａ，２
５ｂ，２５ｃをそれぞれ調光点灯する専用の複数個であってもよい。この場合、複数個の
点灯装置３にそれぞれ調光信号等が入力される。
【００２７】
　図３において、ケース体１５は、点灯装置３に電気接続された電気接続部材３２を設け
ており、この電気接続部材３２にプラグ３３を有する電源コード３４が接続されている。
点灯装置３は、プラグ３３が電源線５に接続された電源コンセントに差し込まれることに
より、外部の商用交流電源Ｖｓを入力可能となっている。
【００２８】
　また、ケース体１５は、筐体７の背面側に図示しない２個のコネクタを設けている。２
個のコネクタ同士は、互いに電気接続されているとともに、点灯装置３に接続されている
。一方のコネクタは、伝送線６に接続されて外部の制御装置４から出力された調光信号等
を入力する入力用のコネクタであり、他方のコネクタは、隣接する照明器具２に渡り配線
により調光信号等を送出するための出力用のコネクタである。
【００２９】
　そして、本実施形態では、各照明器具２において、赤色光、緑色光および青色光のそれ
ぞれの色度座標（ｘ１，ｙ１）、（ｘ２，ｙ２）、（ｘ３，ｙ３）が取得される。これら
の色度座標は、複数のＬＥＤ２５ａ，２５ｂ，２５ｃをそれぞれ全光点灯させたときの分
光センサ２２の検出データに基づいて算出される。その算出方法は、例えば、以下に示す
式（１）～式（５）を用いて算出される。すなわち、赤色光、緑色光および青色光毎に、
それぞれの三刺激値Ｘａ，Ｙａ，Ｚａを求めて算出される。
【００３０】
　式（１）　Ｘａ＝∫Ｓ（λ）＊ｘ（λ）ｄλ
【００３１】
　式（２）　Ｙａ＝∫Ｓ（λ）＊ｙ（λ）ｄλ
【００３２】
　式（３）　Ｚａ＝∫Ｓ（λ）＊ｚ（λ）ｄλ
【００３３】
ここで、積分の範囲は、可視光の領域、すなわち３８０～７８０ｎｍである。Ｓ（λ）は
、分光センサ２２が検出した波長に対する光出力（Ｗ：ワット）の検出データであり、例
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えば波長５ｎｍ毎の光出力が用いられる。すなわち、Ｓ（λ）は、ＬＥＤ２５ａ，２５ｂ
，２５ｃがそれぞれ個別に全光点灯されることにより、赤色光、緑色光および赤色光のそ
れぞれの光出力の検出データである。また、ｘ（λ）、ｙ（λ）およびｚ（λ）は、等色
関数である。
【００３４】
　そして、算出した三刺激値Ｘａ，Ｙａ，Ｚａを用いて、赤色光、緑色光および青色光毎
に、それぞれの色度座標（ｘ１，ｙ１）、（ｘ２，ｙ２）、（ｘ３，ｙ３）が式（４）お
よび式（５）を用いて算出される。
【００３５】
　式（４）　ｘ＝Ｘａ／（Ｘａ＋Ｙａ＋Ｚａ）
【００３６】
　式（５）　ｙ＝Ｙａ／（Ｘａ＋Ｙａ＋Ｚａ）
【００３７】
ここで、ｘ，ｙは、赤色光、緑色光および青色光に応じて、それぞれｘ１，ｙ１、ｘ２，
ｙ２、ｘ３，ｙ３と表記される。
【００３８】
　こうして、照明器具２毎に、分光センサ２２の検出データに基づいて赤色光、緑色光お
よび青色光のそれぞれの色度座標（ｘ１，ｙ１）、（ｘ２，ｙ２）、（ｘ３，ｙ３）が算
出されて取得される。
【００３９】
　図６は、各照明器具２における発光体１８の放射光の色度座標（ｘ１，ｙ１）、（ｘ２

，ｙ２）、（ｘ３，ｙ３）を表した色度座標図である。各照明器具２の放射光は、色度座
標（ｘ１，ｙ１）、（ｘ２，ｙ２）、（ｘ３，ｙ３）を直線で結んだ三角形の範囲内が色
度の可変範囲となる。各照明器具２の放射光の色度座標（ｘ１，ｙ１）、（ｘ２，ｙ２）
、（ｘ３，ｙ３）は、光源としてのＬＥＤ２５ａ，２５ｂ，２５ｃのばらつき等により、
少なからず互いに異なっている。これにより、各照明器具２における色度可変の範囲は、
少なからず異なっている。なお、図６において、Ｃで示す色度図は、ＣＩＥ（国際照明委
員会）で定められたスペクトル色度座標である。各照明器具２の放射光の色度座標（ｘ１

，ｙ１）、（ｘ２，ｙ２）、（ｘ３，ｙ３）および色度可変範囲は、スペクトル色度座標
内となる。
【００４０】
　制御装置４は、図１に示すように、主制御部３５、設定部３６、記憶部３７、表示部３
８、伝送部３９、電源部４０およびスイッチ部４１を有して形成されている。伝送部３９
は、伝送線６により各照明器具２の点灯装置３に接続され、電源部４０は、商用交流電源
Ｖｓに接続されている。
【００４１】
　主制御部３５は、マイコンを有して形成されている。そして、主制御部３５は、各照明
器具２の放射光の色度座標（ｘ１，ｙ１）、（ｘ２，ｙ２）、（ｘ３，ｙ３）を表示部３
８の表示画面４２に表示させる。この後、表示画面４２で照明器具２の放射光の色度が設
定されると、照明器具２毎に当該設定された色度となるように調光信号を演算生成して、
各照明器具２の点灯装置３に出力するように形成されている。
【００４２】
　設定部３６は、各照明器具２のアドレス等を設定する。また、色度座標（ｘ１，ｙ１）
、（ｘ２，ｙ２）、（ｘ３，ｙ３）を設定可能としている。記憶部３７は、不揮発性であ
り、各照明器具２のアドレスや色度座標（ｘ１，ｙ１）、（ｘ２，ｙ２）、（ｘ３，ｙ３

）、等色関数等を記憶する。
【００４３】
　表示部３８は、主制御部３５の制御に応じて動作し、各照明器具２の放射光の色度座標
（ｘ１，ｙ１）、（ｘ２，ｙ２）、（ｘ３，ｙ３）に基づいて、表示画面４２に各照明器
具２の放射光の色度可変範囲を表示する。そして、本実施形態では、図６に示すように、
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各照明器具２の放射光の色度可変範囲が重なり合う共通色度可変範囲内（図６中、斜線で
示す。）で各照明器具２の放射光の色度が設定される。すなわち、色度可変範囲内の表示
画面４２の位置をカーソルやポインターで選択すると、当該選択位置の色度座標（ｘ０，
ｙ０）が各照明器具２から放射される放射光の色度座標として設定される。表示部３８は
、設定された色度座標（ｘ０，ｙ０）を主制御部３５に送出する。主制御部３５は、当該
色度座標（ｘ０，ｙ０）に基づいて各照明器具２の調光信号を演算生成する。調光信号に
は、照明器具２のアドレスが付与される。
【００４４】
　図１において、伝送部３９は、主制御部３５が演算生成した調光信号を伝送線６により
各照明器具２の点灯装置３に出力するように形成されている。電源部４０は、商用交流電
源Ｖｓを所定の直流電源に変換して、主制御部３５および表示部３８等に動作電源を供給
するように形成されている。スイッチ部４１は、制御装置４を駆動させる電源スイッチ、
表示部３８を動作させる動作スイッチ、調光信号や制御信号を送信させる送信スイッチ等
を有している。
【００４５】
　次に、本実施形態の作用について述べる。
【００４６】
　制御装置４は、各照明器具２に対して、発光体１８から放射される赤色光、緑色光およ
び赤色光のそれぞれの色度座標（ｘ１，ｙ１）、（ｘ２，ｙ２）、（ｘ３，ｙ３）を取得
する。このため、例えば、制御装置４は、制御信号を点灯装置３に送信して、複数の光源
としてのＬＥＤ２５ａ，２５ｂ，２５ｃをそれぞれ個別に全光点灯させる。ＬＥＤ２５ａ
，２５ｂ，２５ｃからそれぞれ放射された赤色光、緑色光および赤色光は、分光センサ２
２により検出される。制御部２９は、赤色光、緑色光および赤色光のそれぞれの検出デー
タを記憶部３１に記憶させるとともに、伝送線６を介して制御装置４に出力する。
【００４７】
　制御装置４の主制御部３５は、照明器具２毎に、赤色光、緑色光および赤色光のそれぞ
れの検出データを記憶部３９に記憶させる。そして、検出データに対して、例えば、上述
した式（１）～式（５）を用いて、照明器具２毎に、赤色光、緑色光および赤色光のそれ
ぞれの色度座標（ｘ１，ｙ１）、（ｘ２，ｙ２）、（ｘ３，ｙ３）を算出して、記憶部３
９に記憶させる。
【００４８】
　そして、主制御部３５は、表示部３８の表示画面４２に、図６に示すように、各照明器
具２の放射光の色度可変範囲を表示させる。そして、当該色度可変範囲が重なり合う共通
色度可変範囲内において、各照明器具２から放射される放射光の色度が設定される。すな
わち、所望の色度座標をカーソルやポンンタ等を用いて表示画面４２上で選択する。表示
部３８は、選択した色度座標（ｘ０，ｙ０）を主制御部３５に送出する。
【００４９】
　主制御部３５は、選択（設定）された色度座標（ｘ０，ｙ０）および各照明器具２の放
射光の色度座標（ｘ１，ｙ１）、（ｘ２，ｙ２）、（ｘ３，ｙ３）により、各照明器具２
の点灯装置３に出力する調光信号を演算生成する。すなわち、主制御部３５は、各照明器
具２の発光体１８から出力する赤色光、緑色光および青色光のそれぞれの光出力の比率を
演算し、この光出力の比率を保持して、ＬＥＤ２５ａ，２５ｂ，２５ｃを調光点灯させる
調光信号を生成する。すなわち、演算した赤色光、緑色光および青色光のそれぞれの光出
力の比率において、発光体１８の放射光を０～１００％で出力させる。
【００５０】
　また、主制御部３５は、照明器具２毎に、赤色光、緑色光および青色光のそれぞれの光
出力の比率を算出する。この光出力の比率は、例えば、以下のようにして求めることがで
きる。
【００５１】
　主制御部３１は、図７に示すように、緑色光の色度座標（ｘ２，ｙ２）および選択され



(8) JP 2017-103000 A 2017.6.8

10

20

30

40

50

た色度座標（ｘ０，ｙ０）を通る直線の式（６）と、青色光の色度座標、（ｘ３，ｙ３）
および赤色光の色度座標（ｘ１，ｙ１）を通る直線の式（７）を算出する。式（６）およ
び式（７）は、以下のようになる。
【００５２】
　式（６）　Ｙ＝（ｙ０－ｙ２）／（ｘ０－ｘ２）＊（Ｘ－ｘ２）＋ｙ２

【００５３】
　式（７）　Ｙ＝（ｙ３－ｙ１）／（ｘ３－ｘ１）＊（Ｘ－ｘ１）＋ｙ１

【００５４】
　そして、式（６）および式（７）の交点（ｘ４，ｙ４）を求める。交点（ｘ４，ｙ４）
は、式（６）および式（７）において、Ｘ値およびＹ値が同一であることにより容易に算
出できる。そして、交点（ｘ４，ｙ４）は、青色光および赤色光が混色した赤紫色光の色
度座標となる。
【００５５】
　そして、座標（Ｘ１，Ｙ１）および座標（Ｘ２，Ｙ２）間の長さＬは、ピタゴラスの定
理を用いて式（８）で表せる。
【００５６】
　式（８）　Ｌ２＝（Ｘ２－Ｘ１）２＋（Ｙ２－Ｙ１）２

【００５７】
　式（８）に色度座標（ｘ３，ｙ３）、（ｘ４，ｙ４）、（ｘ１，ｙ１）を適用して、色
度座標（ｘ４，ｙ４）における青色光および赤色光の混色比率を求める。すなわち、色度
座標（ｘ３，ｙ３）、（ｘ１，ｙ１）間の長さに対する色度座標（ｘ３，ｙ３）、（ｘ４

，ｙ４）間の長さの比率が青色光および赤色光の混色に対する赤色光の混色比率であり、
色度座標（ｘ３，ｙ３）、（ｘ１，ｙ１）間の長さに対する色度座標（ｘ４，ｙ４）、（
ｘ１，ｙ１）間の長さの比率が青色光および赤色光の混色に対する青色光の混色比率であ
る。
【００５８】
　また、同様に、式（８）に色度座標（ｘ２，ｙ２）、（ｘ０，ｙ０）、（ｘ４，ｙ４）
を適用して、色度座標（ｘ０，ｙ０）における緑色光および赤紫色光の混色比率を求める
。色度座標（ｘ２，ｙ２）、（ｘ４，ｙ４）間の長さに対する色度座標（ｘ２，ｙ２）、
（ｘ０，ｙ０）間の長さの比率が緑色光および赤紫色光の混色に対する赤紫色光の混色比
率であり、色度座標（ｘ２，ｙ２）、（ｘ４，ｙ４）間の長さに対する色度座標（ｘ０，
ｙ０）、（ｘ４，ｙ４）間の長さの比率が緑色光および赤紫色光の混色に対する緑色光の
混色比率である。
【００５９】
　そして、それらの混色比率から色度座標（ｘ０，ｙ０）における赤色光、緑色光および
青色光の混色比率を求める。こうして、設定した色度座標（ｘ０，ｙ０）における赤色光
、緑色光および青色光のそれぞれの光出力の比率を算出される。
【００６０】
　例えば、図６において、アドレスＮｏ１の照明器具２の赤色光、緑色光および青色光の
それぞれの色度座標（ｘ１，ｙ１）、（ｘ２，ｙ２）、（ｘ３，ｙ３）がそれぞれ（０．
６９５，０．３）、（０．１６，０．７４）、（０．１２，０．０８）であり、設定され
た色度座標（ｘ０，ｙ０）が（０．３５１，０．４８）であると、赤紫光の色度座標（ｘ

４，ｙ４）は、（０．５３，０．２３７）となり、この色度座標における青色光および赤
色光の混色比率は、青色光が２９％、赤色光が７１％となる。そして、設定した色度座標
（ｘ０，ｙ０）における緑色光および赤紫色光の混色比率は、緑色光が４８％、赤紫光が
５２％となる。これにより、設定した色度座標（ｘ０，ｙ０）における赤色光、緑色光お
よび青色光のそれぞれの光出力の比率は、それぞれ３７％、４８％、１５％となる。
【００６１】
　同様に、アドレスＮｏ２の照明器具２の赤色光、緑色光および赤色光のそれぞれの色度
座標（ｘ１，ｙ１）、（ｘ２，ｙ２）、（ｘ３，ｙ３）がそれぞれ（０．６８，０．２９
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）、（０．１４，０．７２）、（０．１５，０．０６）であると、赤紫光の色度座標（ｘ

４，ｙ４）は、（０．５６３，０．２３９）となり、この色度座標における青色光および
赤色光の混色比率は、青色光が２２％、赤色光が７８％となる。そして、設定した色度座
標（０．３５１，０．４８）における緑色光および赤紫色光の混色比率は、緑色光が５０
％、赤紫光が５０％となる。これにより、設定した色度座標（０．３５１，０．４８）に
おける赤色光、緑色光および青色光のそれぞれの光出力の比率は、それぞれ３９％、５０
％、１１％となる。
【００６２】
　このように、各照明器具２の放射光の共通色度可変範囲で設定された色度座標（ｘ０，
ｙ０）における赤色光、緑色光および青色光のそれぞれの光出力の比率は、照明器具２毎
に異なる。主制御部３５は、照明器具２毎に、赤色光、緑色光および青色光のそれぞれの
光出力の比率に基づいて調光信号を生成する。そして、照明器具２の放射光の色度座標（
ｘ１，ｙ１）、（ｘ２，ｙ２）、（ｘ３，ｙ３）は、照明器具２毎に異なるので、照明器
具２毎に光出力の比率が異なる調光信号が伝送線６に出力される。
【００６３】
　調光信号は、各照明器具２の点灯装置３に出力される。点灯装置３は、自己の調光信号
に応じて、ＬＥＤ２５ａ，２５ｂ，２５ｃを調光点灯する。ＬＥＤ２５ａ，２５ｂ，２５
ｃは、照明器具２毎に異なる調光比率で点灯されるが、各照明器具２からは、設定された
色度の放射光が出射される。これにより、各照明器具２で照明される照明空間は、全域に
亘って一定の色度で照明される。
【００６４】
　そして、制御装置４は、一定の期間毎に、赤色光、緑色光および青色光の色度座標（ｘ

１，ｙ１）、（ｘ２，ｙ２）、（ｘ３，ｙ３）を照明器具２毎に取得することにより、各
照明器具２の発光体１８が経年劣化等により放射光の色度がばらついても、照明空間の全
域を一定の色度で照明することが可能である。
【００６５】
　また、制御装置4は、共通色度可変範囲が表示される表示画面４２を有し、表示画面４
２上で照明器具２の放射光の色度が設定可能であるので、照明空間を照明する照明光の色
度が容易に設定されるとともに、照明光の色度が目視に頼らずに認識可能である。
【００６６】
　本実施形態の照明制御システム１によれば、各照明器具２の発光体１８は、照明器具２
の放射光の色度可変範囲が重なり合う共通色度可変範囲内において所望の色度の放射光を
放射するように調光点灯されるので、各照明器具２の照明光が一定の色度に制御されて、
複数の照明器具２により照明される照明空間を全域に亘って一定の色度で照明できるとい
う効果を有する。
【００６７】
　なお、各照明器具２において、互いの放射光の色度座標（ｘ１，ｙ１）、（ｘ２，ｙ２

）、（ｘ３，ｙ３）の差が小さい、例えば１％以下の照明器具２を選定することにより、
各照明器具２の放射光の色度可変範囲を近似させることができる。これにより、共通色度
可変範囲が狭まることが抑制される。
【００６８】
　また、制御装置４は、分光センサ２２の検出データを点灯装置３から伝送線６を介して
取得したが、これに限らず、例えば点灯装置３の記憶部３１からメモリカードに入力し、
制御装置４の設定部３６から入力して取得するようにしてもよい。
【００６９】
　また、分光センサ２２は、赤色光、緑色光および青色光を個別に検出する複数個であっ
てもよい。
【００７０】
　また、上述した実施形態は、例として提示したものであり、発明の範囲を限定すること
は意図していない。この新規な実施形態は、その他の様々な形態で実施されることが可能
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であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、置き換え、変更を行うことができ
る。この実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲
に記載された発明とその均等の範囲に含まれるものである。
【符号の説明】
【００７１】
　１…照明制御システム、　２…照明器具、　３…点灯装置、　４…制御装置、　２５ａ
，２５ｂ，２５ｃ…複数の光源としてのＬＥＤ、　２２…光センサとしての分光センサ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】
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